
リチウム電池は戦略物資とされており、

そのリサイクルは極めて重要な役割を担います。

EU電池規則では、電池のリサイクル率および再生原料の使用比率に関する基準がすでに定められています。
しかし、法規制がなくても、バッテリー材料の膨大な需要に対応するため、リサイクル資源は自然と重要な供給
源となります。
そのため、リサイクル技術と品質の確保が今後の鍵となります。
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既存事業者の考え方
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• 現在のリサイクル業者のプロセスでは、電池リサ

イクルの要件を満たせない：

• 前処理が中心で、回収プロセス自体が電池用

途に戻すことを目的としておらず、生成物に

も原材料としての受入基準の概念がない。

• リチウムイオン電池と従来型電池の解体の違

いが考慮されていない。

• 同一ラインで異なる種類の電池を処理してい

るため、ブラックマスが汚染される。

• 工程間の連携がなく、全体最適が図られていな

い：

• 後工程の事業者は、リサイクル分野に踏

み込むことを避けている。

• 台湾では、後工程が関税やIRA法案の制約

を受けており、販売において大きな壁に

直面している。
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伝統的なリサイクルの課題 vs JBCTのソリューション

• リサイクル価値は低い
• 主に環境汚染防止を目的と

した回収が行われている

簡易な破砕・選別後に製
鋼所または製錬所へ搬
送

伝統乾電池

塩水汚染がなく、フッ素汚染防止設備を完備し、乾燥状
態で精密な分離が可能し、ブラックマスの品質が良好
で、敷地面積、水使用量、廃水処理などのコストが不
要

塩水放電

リチウム電池 乾式放電
必ず汚染防
止設備設置

フッ素汚染防
止設備なし

大きな敷地面積と大量の水使用が必要し、廃水処理が
課題塩素およびフッ素系廃ガス（フッ化水素酸）を発生し、
塩水による汚染や湿式処理により生成されるブラックマ
スの品質が低下（不純物多い）抽出処理が困難で、電池
材料への再利用ができない。

• 爆発や発火の恐れなし
• フッ素系有害ガスの発生なし

リチウム電池

現在の国内外におけるリチウム電池リサイクルの主流モデル：
従来モデル ＋塩水放電

盛特のリチウム電池リサイクルのモデル



JBCTのリチウム電池リサイクルモデル

4Confidential

廃三元系リチウム電池のリサイクルおよび再利用

都市鉱山 — C2C（クローズド・ループ）リサイクル・再利用
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ブラック
マス

盛特の当初計画：全工程を台湾で生産
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海上輸送後に
工場で溶解

盛特台灣

盛特の新戦略：台湾で廃電池を回収しブラックマスを生産、抽出ラインは日本の前駆体工場付近に設置

3.9%関税

盛特台湾の後工程計画をJBCTによる日本国内での計画に変更

IRA問題が残る

日本（JBCT)

MHP

インドネシア、豪洲

直接運送

総コスト20％削減
1.結晶および溶解工程の
削減
2.3.9%の関税削減

結晶および
溶解は不要

世界初のブラックマスとMHP共用ライン
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